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１ ２国際化の玄関

名古屋港は、明治４０年名古屋の将来の国際
化を担って開港されました。以降１００年近く
大きな成長を遂げ、今日では貿易額日本一の
国際港に成長しました。
その港を支える街は、築地口に始まり次に

その先の中央埠頭へと伸びました。そして堀
川の東側や中川運河の西の稲永方面へと広が
っていきました。築地口付近は、都市計画で
も港に近い後背地として商業地区に指定され、
都心部と同じような土地利用が期待される地
域になっています。
昭和３０年代には入港する貿易船からの外国

人が街に溢れ、国際港の明日をイメージさせ
ました。築地口の辺りも船員さんのため
の店が並び、国際的な港町になっていま
した。
ところが今、築地口からガーデン埠頭

へ、街を歩いてみても船員さんの姿はほ
とんど見られません。むしろレジャーラ
ンドの客が流れてくるのが目に付き、セ
ーラーズ通と名付けられた商店街が虚し
く響きます。期待された商業地区も見当
たりません。名古屋の国際化の玄関を期
待された街はどこに消えてしまったので
しょうか。築地口付近の街角に立ってそ
の街の変遷を追ってみたいと思います。

名古屋港と支える街

（１）名古屋港の変遷

名古屋の築港が問題になったのは明治１０年
代に遡ります。安場知事、吉田名古屋区長始
め多くの推進者がありましたが、予算規模や
事業主体の他、先行する四日市港や武豊港と
の優劣なども問題になりました。着手に漕ぎ
着けたのは３０年代になってからになります。
第１期工事はまず「築港」でした。江戸時代

に干拓された熱田前新田と作良新田の前、今
の築地口から南に、１、２号地。その西に中
川を挟んで３、４号地。また東に堀川を挟ん
で５号地が計画され、明治の終りには完成し
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図１ 名古屋港第１期計画（１～５号地等、明治２９～４３年）
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ました。（図１）その後２期、３期、４期と進め
られ、昭和９年には１０号地の１部、後に１１号
地を埋立て、名古屋国際飛行場も出来ました。
戦後、名古屋港は重工業化の産業の大きな

うねりの中で発展し、東の知多半島側には大
工場が、西の木曽川側には港湾機能が張り付
いて、名古屋港の区域は国際貿易のみならず、
この地方の重工業の一大拠点となりました。

（２）街と港

港を支える街も大きく変わりました。築港
工事を始めた頃は築地口への道さえなく、北
から中川沿いに入ったといいます。そこに工
事に合わせて熱田からの道が通り、埋立てた
土地が売却されて人が通うようになりました。
新たに出来た１～４号地は「築地」と命名され
ました。
街は南に桟橋に向かって１、２号地に展開

していきました。昭和になると先端に岸壁が
でき、港湾としての機能が貼り付けられて入
港船も増え、付近の街も次第に密度を増しま
した。しかし名古屋港は、まだ名古屋の街と
は遠く離れて孤立した存在でした。
昭和１２年に名古屋で大きな博覧会が開催さ

れました。近代都市名古屋を広くアピールし
ようとした汎太平洋平和博覧会です。この年
は名古屋港開港３０年に当たり、この機会に孤
立した港と名古屋の街を繋げようと、会場は
熱田と港との中間の港明町一帯が選ばれまし
た。博覧会は４８０万人を集め大成功でした。
付近の土地も工場用地として売れ、港の町は
工場地帯で名古屋の街とつながることになり
ました。

（３）戦後の港町

軍事産業の基地でもあった港は戦災を受け、
築地口一帯も大きな被害がありました。しか
し平和の時代の中で国際貿易が急増、港は急
成長を遂げることになりました。名古屋港も
整備が進み我が国有数の国際港湾としての地
位を獲得し、周辺の街も国際的な港町に変身
していきました。
ところが、昭和４０年代になると国際海運の

動向に大きな変化がありました。船舶の大型

化、省力化に加えてコンテナ化が進んだので
す。船が何日も停泊し、大量の船員が上陸す
るということは無くなってしまいました。
そのような中で昭和４６年に地下鉄が名古屋

港まで開通したのです。街は大きく変わるこ
とになりました。

変遷の跡を探して

変遷の跡を追って街を歩いて見たいと思い
ます。（図２）地下鉄名城線の港区役所駅の１
番出口を出ます。この駅の周辺は昭和１２年の
汎太平洋博の会場になった所です。
前の幹線道路（江川線）は博覧会のときに出

来たもので、同時に路面電車も敷かれました。
北にその側道を進むと、当時ここにあった港
北運河に架けられていた橋が残されています。
博覧会の名前から平和橋と名付けられました。
会場はここから西北、東北、東南に展開して
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図２ 明治二十年代の名古屋港付近とその後の展開（点線がルート）



いました。（図３）戦前の名古屋の記念碑的な
博覧会でしたが、今ではもうここだけしかイ
メージを伝える所はないといいます。
東に運河の跡の公園を進み、国道に出ます。

この道は幹線の国道と港湾を結ぶもので、こ
の１５４号は熱田を通る１号と名古屋港を結ぶ
わずか６㌔余の国道です。
国道を南に進み、４つ目の信号を東に入る

と港新世界商店街という看板が目に入ります。
すぐ左に善光寺があります。名古屋三弘法の
一つとされる寺で、境内に昔東海道に建って
いた「右 前ヶ須桑名」「左 名古屋築地」と刻
まれた道標があります。寺を東に行った所に
は昭和２０年代に港陽園という小さな
遊郭がありました。戦災を受けた稲
永からここに移ったものですが、新
世界という看板とともに今も微かに

その面影を残します。
ロータリーの所でバックして南に高架道

路（名四国道）をくぐります。広い通を右に
行くと築地口の交差点に出ます。ここが港
の開発の基点でした。国道と５０㍍幅の幹線
道路が交わり今でも港の町の要です。南に

はポートビルが見渡せます。
交差点東南の道を東に少し入った所が、こ

の辺りで最も賑やかな商店街になっています。
１本目を南に行くと「海技と受験」と看板を掲
げた本屋があり少し港町を感じます。３本目
を東に行くと築地神社があります。昭和の初
めに誘致・創建されており、この頃にこの辺
りの町がまとまってきたことが分かります。
神社の前の道をバックして西に進みます。

国道を越えると通には旅館や料理屋が目に付
きます。小学校を過ぎた西の道を右にすぐの
所に屋根に灯台を載せた白い建物があります。
灯台は２号地に実際にあったものだそうです。

元の道を西に進むとすぐ
突き当たります。この一帯
は名古屋駅から分岐した臨
港鉄道の駅の敷地でした。
臨港線は埋立が出来るとす
ぐ開設され、港の貨物輸送
の中核としての役割を果た
しましたが、昭和５０年代に
なると順次廃止されていき
ました。突き当りを左に進
むとその跡地がいろいろに
利用されています。まず最
近出来た大きな結婚式場。
続いて観覧車のあるレジャ

築地口交差点から南に、「salles」と名付けられた通

図３ 汎太平洋博の配置図と平和橋（文献③）

屋根に灯台を載せた港らしい
飲み屋戦後の一断面を残す商店街



４

ーランド。そして西埠頭の跡にはシャチのい
る水族館です。
信号を東に曲がります。ここから左側には

港に関係する官庁等が並んでいます。右側の
水族館に続くショッピング街を抜けると、昔
の桟橋の、その後は中央埠頭の付け根だった、
港の原点とも言うべき交差点に出ます。南は
ガーデン埠頭、北は国道の終点になっています。
東に進むと駐車場の向こうに鮮やかな建物

群が見えてきます。最近オープンしたイタリ
ア村です。ここには戦後出来た４つの倉庫群
がありました。存廃を巡って議論がありまし
たが、その中で倉庫の再活用策として提案さ
れたものです。
北に曲がると、一変して古い港のイメージ

が残る道になります。少し行くと橋を渡りま
す。埋立後、１号地と２号地を結ぶためにか
けられた２本の橋のひとつ、稲荷橋です。こ
の辺りにはまだ運河が残っています。橋の上
から東を見ると古い鉄道橋が見えます。右の
１径間が跳上橋になっています。昭和２年に
架けられたこの橋も存廃の議論の中で生き延

びました。
橋を渡り左に曲がると、付近には船員宿泊

所、船舶協会、港湾福祉会館等、港を支える
裏方の建物が目に付きます。西に進むと１、
２号地を結んだ港橋の向こうに地下鉄名古屋
港駅があります。

コンテナ化と地下鉄と

港はこの１００年間着実に成長してきました。
外航船の隻数やトン数を見ても戦後一貫して
増加傾向にあります。では港が成長している
中で街を変えてしまったのは何だったのでし
ょうか。
一つはやはり昭和４０年代に始まるコンテナ

化でしょう。コンテナ化は操業の高速化、省
力化によって停泊時間の短縮と乗務員の縮小
を可能にします。いまひとつは昭和４６年の地
下鉄の開通です。一見港が便利になったよう
に見えますが、逆に都心への吸引力も大きい
のです。同時に港付近は都心の住宅適地に変
わってしまいました。
背後の街は、船員の減少と都心の求心力に

よって港を向いた街から都心を向いた普通の
住宅地へと変わっていきました。そして港自
身も、コンテナ化による中心部の空洞化のた
めに、レジャーランド化し観光地化するしか
なかった…と言えるのでしょうか。
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